
「総合水資源管理について（中間とりまとめ）」の概要

• 「開発」から「マネジメント」への水資源政策の転換を提案
• 総合水資源管理の“体系”と“計画内容”等の大枠を提示
• 今後、関係する主体の意見を幅広く聴きつつ概念・内容を精査
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開催経過

平成２０年
３月７日：
第１回 水資源を巡る課題について
３月１８日：
第２回 気候変動に伴う渇水に対する適応策について
６月６日：
第３回 水資源を巡る各課題への対応について
６月２７日：
第４回 水資源を巡る各課題への対応について
８月１日：
第５回 総合的水資源マネジメントのための計画等について
８月２９日
第６回 中間とりまとめ（案）について

平成２０年１０月 国土審議会水資源開発分科会調査企画部会
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同じ水系に水資源を依存する地域の中での
利害調整や合意形成が必要

同じ水系に水資源を依存する地域の中での
利害調整や合意形成が必要

課題が相互に関連を有している課題が相互に関連を有している

課題への対応の視点
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水資源の課題と総合水資源管理への転換の必要性

施設の老朽化の進行等による
施設機能低下リスクの増大

施設の老朽化の進行等による
施設機能低下リスクの増大

水系全体で見ると課題の残る
施設配置と利用

水系全体で見ると課題の残る
施設配置と利用

安全でおいしい水、
豊かな環境への要請

安全でおいしい水、
豊かな環境への要請

水資源の課題

大規模渇水の発生
高潮災害、地下水塩水化 等

大規模渇水の発生
高潮災害、地下水塩水化 等

温暖化への対応の必要性温暖化への対応の必要性

顕在化している課題顕在化している課題

進まない需要面の
弾力的水利用・節水

進まない需要面の
弾力的水利用・節水

一つの水系に依存する流域を単位とした
水にかかわる主体の連携・調整が必要

一つの水系に依存する流域を単位とした
水にかかわる主体の連携・調整が必要

大規模地震等による
水供給等障害リスクの増大

大規模地震等による
水供給等障害リスクの増大

適正な保全と管理が
なされていない地下水

適正な保全と管理が
なされていない地下水

水源地域をはじめとする
流域の保全

水源地域をはじめとする
流域の保全

温暖化によるさらなる悪影響や
新たな課題の発生の懸念

温暖化によるさらなる悪影響や
新たな課題の発生の懸念

（例）
複数の主体による取水口と排水口の混在による水質リス
クへの対応
既存施設の震災・事故リスクへの対応
増大する渇水リスクへの対応

（例）
河川の水質は流量にも大きく影響される。
渇水時に地表水の代替として地下水の利用が増大する。



基本方針の策定

流域の指定 （※）

１．基本的事項（対象流域、目標年次等）
２．水資源の現状と課題
３．総合水資源管理の基本的な目標
４．総合水資源管理の具体的な施策
（１）施設の整備及び運用並びに維持管理
（２）水利用の円滑化・効率化
（３）水量・水質の一体的管理
（４）地下水の保全と活用
（５）流域の保全

協議

○○川流域総合水資源管理基本計画（仮称）
の策定

○○川流域総合水資源管理協議会
（仮称）

・分科会 機能別（施設、水利用、水質等）
地域別（上中下流、支川等）

河川管理者、利水者等による具体的な取組の実施

水を持続的に活用できる社会の実現 健全な水循環系の構築

（※）現在のフルプラン水系の流域及びそれらに準ずる水系の流域

その他の水系の流域について、必要に応じ計画策定等を
行うことができる仕組みについては、さらに検討

総合水資源
管理関係府
省連絡会議
（仮称）

情報の共有と公開

報告、公開義務

・大量水利用者

・関係行政機関等

実施の調整
点検、

見直し

総合水資源管理の体系
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◇◇ダム
供給量□□m3/s

△△堰 取水量○○m3/s
BOD△△mg/l

取水水質目標△△mg/l

流水保全水路

水環境目標□△mg/l
▽▽涵養井
涵養量○△m3/日

○○観測井
地下水位－○m

緊急連絡管

環境用水

△△ダム
供給量○○m3/s

流域総合水資源管理基本計画（仮称）の概要
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□□地域
揚水量○△m3/日

・気候変動リスクへの対応
・流域における“水に関する全体像”の可視化
・流域総合水資源管理協議会（仮称）における協議を経て国が策定
【協議会の構成分野】
水資源、利水（上水道、工業用水道、農業用水）、河川管理、下水道、環境等

流域の保全

・流域の水循環の健全化
・水源地域の保全

水量・水質の一体的管理

・必要な箇所に、必要な水質を、必要な
水量、より低コスト・低エネルギーで確保

地下水の保全と活用

・地下水を適正な保全と管理のもと
で活用

施設の整備・運用・維持管理

・既存施設の改築・維持管理
・水資源施設の効率的運用
・新たな施設の整備
・地震時災害時・水質事故時等に

おける危機管理

・水資源の持つ自然エネルギーの
有効活用

水利用の円滑化・効率化

・水利用の調整
・雨水利用の促進
・再生水の利用の促進
・渇水時における対応


